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まえがき

　日本の造船界は1973年のオイルショック以降、長期的な低迷を続け、

構造不況による設備削減とそれに伴う大幅な人員削減は、生産技術力の低下等

各種の問題を残している。

　最近は好転しっっあるものの、なお造船の第一の問題は人材不足であり、

技術の伝承にも不安を感じざるを得ない。

　造船に於ける基本的な作業である溶接の施工計画、管理はコスト競争力の向

上だけでなく、船の品質そのものに関わるものであるが、そのキーマンである

溶接技術者も層が薄くなり、技術力も低下していることは否めない。

　この造船溶接技術者の集りである本委員会でも、その問題に、いかに取組む

かアンケートをとる等、討議してきた。その結果、溶接技術者の日常の計画、

管理の上での必須知識を、初級技術者にも、わかりやすいかたちで纏め、溶接

技術者の教育、育成の資料とすることになった。

　本冊子を作るに当たっては全委員から、日常の経験に基づいた、質問“Q”

項目を集め、そのなかから、一般の教科書やテキストには載っていないもの、

既に本委員会で作成した資料（施工管理標準等）、教科書などの説明では不十

分なもので、現場の溶接技術管理者としての必要な知識やノウハウを得られる

ような項目を、アンケートの結果も考慮して、質問“Q”の形で選んだ。

解答“A”は、全委員に作成してもらい、委員会で検討、審議のうえ纏めた。

　溶接施工に関する考え方やそれに基づく標準や制約は、鋼材や溶接材料の進

歩、溶接対象物、工作法、溶接法の変化改善によって変わってくるものではあ

るが、本冊子の解答は現時点での基本的な考え方に基づいたものである。

また、問題解決に当り、落ちのない多角的な見方が出来るよう配慮したっもり

であり、これは初級溶接技術者だけでなく、他の分野の技術者、監督者にも役

立てて戴きたいからである。

　なお、この様な纏めは今回の25項目だけではなく、今後委員会活動を通じ

て、更に追加して纏めてゆくつもりである。

最後に、本委員会の育ての親であり、拙速でもよいから本冊子を速く纏めよ

と御指導戴いた渡辺正紀先生の御急逝を悼み、先生に本冊子を捧げたい。
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　　　　　　　　　委員長斎藤忠雄
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